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粗酵素および醗酵残漆給与が産卵におよぼす影響  

－・色  泰，中 広 義 雄，井 上 英 男  

THE EFFECT OF DIETARY SUPPLEMENT OF CRUDE ENZYME OR  

FERMENTAT工ON RESIDUE ON THE EGG PRODUCTIONIN CHICKENS  

Y11taka tssHIKI，Yoshio NAKAHIRO and HideoINOUE  

In the present experiment，the conventionaldietsaddedO．1％crude enzyme orlermentation residue  

Weregiven to thesinglecomb WhiteLeghornlayers for448days（138to586－day－01d），and theegg pro－  

ductionand the feed utilizationwereinvestigated町   

Theaverageeggproduction ratewas higherinfeedingofcrudeenzyme－diet（1％）orfermentationresi－  

due－diet（6％）thanin feedingofcontroldiet．．Similarly，the figureamonggroups wasalsoincreasedin  

Crudeenzyme－feeding（4％）or fermentation工eSidue」eeding（8％）ascomparedwiththatincontroifeeding．   

Theaverageeggweightwasheavierafter feedingo董crudeenzyme，diet（3”Og／egg）orfermentationresi－  

due－diet（24g／egg）thanafter fbedingofcontroldietり   

Theaverage feedintake（g／bird／day）wasabout6。Ogmorrinboth feedings of crude enzymeLdiet and  

知mentation residue－diet thanin feedingof controldiet．Asaresult，the 絶edefficiencywasslightly  

highin feedingof fermentation residue－diet as comparedwith thatin feedingofcrudeenzyme－diet．  

単冠白色レグホーン柾の産卵矧こ租酵累または醗酵残漆混合物を0．1％配合した慣用配合飼料を138日齢から586日  

齢までの448日間にわたって給与し，その間における産卵率および飼料の利用性について調査した。  

1：産卵率では448日間の平均値で粗酵素飼料区は対照飼料区よりも約1％，醗酵残迩飼料区では約6％多く産卵し   

た。また，無淘汰群平均産卵率でほ粗酵素飼料区は対照飼料区よりも約3％，醗酵残漆飼料区では約8％多く産卵   

した。  

2：卵藍は初産開始時より粕酵素飼料区が最も遍く，次いで暁酵残漆飼料区となり，448日間の平均卵重■では対照飼   

料区よりも粕酵素飼料区が3Og，醗酵残溶飼料区は2．∠蛤重かった。  

3：飼料摂取屈ほ448日間の1日1羽当りの平均値で対照飼料区よりも雨試験飼料区ほ約6g多く，そのため飼料効   

率は醗酵残姪飼料区が僅かに高くなる程度であった。  

緒  口  

粗酵素および醗酵残漆混合物を鶏の育成用飼料に添加給与すると，飼料の利用性および育成率が改毒されたが，そ  

の程度は醗酵残液温合物の方が大きかった（1）。MoRANet al・（2）は飼料に粕酵素を添加給与すると鶏では代謝エネル  

ギ・－を向iさせ，GLEAVESandDEWAN（3）およびWILLINGHAMetal．（4〉は産卵鶏への粗酵素給与ほ産卵を改著すると  

報告している。以上のことから，産卵鶏用飼料に租酵素および醗酵残恋混合物を添加給与すると産卵性，飼料効率お  

よび生存率の改善に効果があるかどうかを，単冠白色レグ；トーン種の産卵鶏を用いて禍査した。  

材料および方法  

供試鶏は同一粂件下で育成した135日齢の単冠白色レグホ－ン種雌で初産開始直前と思われるものを1981年5月27  

日に各区の成熟程度が同一・となるように22羽ずつ選び出し，対照飼料区，粗酵素飼料区および観酵残壇飼料区の3区  

に分けた。これらの鶏は各区の飼養環境条件が同一七なるように配置した採卵用単飼ケ1－ジに収容し，138日齢（1981   
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年5月30日）から586日齢（1982年8月20日）までの448日間，自然条件下で産卵試験を行った。   

供試飼料は慣用の採卵用配合飼料を基礎飼料とし，対照飼料は基礎飼料99％にコーンスタ1－チ1％を配合した。租  

酵菜および醗酵残盗混合物飼料は基礎飼料98．9％にコーンスターチ1％と前報（1）と同様の粗酵素・商品名ファイク  

・－Z（以下FZと略す）あるいは醗酵残漆混合物・商品名フィードサブリメンツ（ファ－・マクト．丁，以下FSと略す）  

0‖1％混合したものを配合した。なお，飼料の配合は約1か月分ずつ調製し，ビニール袋に入れて0℃に貯蔵してお  

Table 1. The egg production rate of layers fed the dietary supplemcnt of crude 
enzyme orl－ermentation residue”  

（Mean±SEM） （％）  

Average  Diets  
5／30－6／26  6／2アイ／24  7／25－8／21 8／22－9／18 9／19－10／16  

Cont‡・01  

（Stockdiet）  

Hen－day Stockdiet＋0．1％  
average Cr・ude enzyme  

49小8±3．6（22）＊87u5±1．7（21）86．1±1．2  70．．0±5．4（20）71．2±4．8   

44．5±4．1（22）85．4±3．4  80．5±4．2（21）74ハ1±4．5（20）71．6±6．9  

き崇監雲圭註よ誓盟ue49．7±4．6（22）軋0±4．3 86．9±2．9 82．恨4．3 60．9±2．2（21）  

Contr・01  
（Stock diet）  

Hen－housed Stockdiet十0．1％  
average Crude enzyme  

Stocdiet＋0。1％  
Fermentation residue  

49．8  86．5  

44．5  85．4  

49．7  86．0  

63．6  64．8   

69。8  65．1   

82．0  60．6  

10／17－11／1311／14－12／1112／12－1／8 1／9－2／5  2／6－3／5  3／6－4／2  

64・8±7・2  60小5±6．9 57．1±6．9（19）63．7±5．3  63．4±5．、174．8±5．0（18）   

70．7±6．1 68．2±5．6 69．1±4．7  66．4±5．5（19）72．6±3い181．2±2．4   

59・4±8・1 58．7±6．3 62巾2±7．．0  66．0±5．．5   73．．1±3．8 84．6±2．8（20）  

55．0  49．3  55uO   

62．0  62．8  60 .. 4 

56．0  59．4  63．0  

54．7  61．2  

62．7  70．1  

69．6  78．7  

4／3－4／30 5／1－5／28 5／29－6／25 6′26－7／23 7／24－8／20 急諾ぎ∫  

80．8±3．3  77．6±3㊥9  70．6±4．4  64．5±6．7 64．0±6．3（17）67．8±2巾9   

81・0±3・2  74．1±5．8  67．8±7．2  56．0±7．0 53．2±7．5（18）68小9±2．．3   

83．9±3．4  80．7±4．6  79．1±4．3  75．4±5．165．7±6．6  73．3±2。4  

63．3  57．8  52．9  49．5  60．9  

64．0  58．6  

73．2  71．9  

48．4  49．′5  63．4   

68．7  59．9  68．7  

＊…Fig11reSinparenthesesrepresentnumberoflayinghensu   
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き，必要盈ずつ取り出して給与した。試験飼料は配合の都度－・般成分の分析を行い，その平均値は水分116％，粗蛋  

白質167％，粗脂肪42％，可溶無窒素物56。2％，粗繊維25％，粗灰分88％であった。飼料は毎日1回9時に1日  

間の摂取可能鼠よりも僅かに多く給与し，昼間は給餌樋の飼料をならすのみとした。なお，飼料および水は自由に摂  

取させた。飼料の摂取鼻は1週間どとに飼料給与前に給餌樋の残飼鼠を坪庭し，各飼料区どとの給与愚から差し引い  

て1週間当りの鼠を算出した。産卵数および卵墓測定は毎日行い，体重測定は2か月ごとに14時に実施した。試験開  

始6か月後に卵藍に対する卵殻壷の割合，ハウユニソト，卵白および卵黄係数を測定した。  

結  果  

試験期間中における産卵率を4週間どとにまとめて穿出し，表1に示した。試験開始後いずれの飼料区もまもなく  

産卵を開始し，対照飼料区とFS飼料区は比較的類似のスタ・－・トをしたが，FZ飼料区は初産開始後産み揃いがおく  

れ，12週間（8月20日）位まで他の2飼料区よりも有意ではないが2～6％産卵率が低かった。しかし，その後24週  

間（2月5日）位■まではFZ飼料区が最も高い産卵率を示した。全試験期間中における産卵率の推移をみると，いず  

れの飼料区も産卵開始後2～3か月と翌年の巻から初夏にかけて高い値を示した。FZ飼料区は，初年次および2年  

次の5月から8月にかけて，FS飼料区は9月から12月にかけて対照飼料区よりも低かったが，それ以外は対照飼料  

区よりも常時高い産卵率を示した。全試験期間を通じての平均産卵率（途中死亡飛ば生存日までの産卵率）は対照飼  

料区ほ67い8±29％であったが，FZ飼料区は689±23％，FS飼料区ほ733±24％となり，FZ飼料区は対照飼料  

区に対して1％程度の増加であったが，FS飼料区ほ5小5％増加した。無淘汰群平均産卵率は死亡難の多く出た対照  

飼料区で弧9％であったが，FZ飼料区は6 

もさらに大きかった。   

試験期間中におけるFZおよびFS飼料の摂取鼻を4週間どとに1日1羽当りに算出して表2に示した。いずれの  

Table2．The feedintake oflayers fed the dietary supplement of crude enzyme or  
fermentation residue”  

（g／bird／day）  

Diets  
5／30－6／26  6／27－7／24  7／25－8／21   8／22－・9／18   9／19－10／16  

Contf01  
（Stock diet）  

Stock diet＋0．1％  
Crude enzyme  

Stock diet＋0．1％  
Fermentation residue  

94．1  100．6  

101．1  104．5  

100．．0  107．、5  

96．3  103．1  

104い2  108，．5  

104巾0  98．0  

10／17－・11／13 11／14－・12／11 12／12－・1／8  1／9－2／5  2／6－3／5  3／6－・4／2  

99．2  103．5  112．、0  

113．5  116．3  1191．5  

105．8  113爪2  114．2  

113．5  116．2  

126い3  127．3  

123い8  127．9  

4／3－・4／30  5／1－・5／28  5／29qI6／25   6／26・－7／23   7／24－・8／20  Average  

118．8  116．0  110．1  

126．4  119．1  112ハ0  

126．9  121．1  115．9  

100．0  106．6  

92．6  112．．6  

105‖1  112‖5   
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飼料区も試験開始後24週間の11月中旬頃までほ僅かに飼料摂取盈は増加がみられる程度であったが，その後は急汲に  

増加し，翌年の5月頃まで持続した。しかし，5月中旬頃から試験終了時まで再度減少の傾向がみられた。仝試験期  

間中に摂取した飼料の総監を延べ羽数で除し，1日1羽当りの平均飼料摂取畠を静出すると，対照飼料区は106小6g  

であったが，FZおよびFS飼料区は112．6gと1125gで両飼料区間にははとんど差はみられなかったが，対照飼  

料区に対してほ両試験飼料ともに約6g多く摂取した。   

試験期間中における各飼料区の1個当りの平均卵壷を4週間どとに算出し，表3に示した。いずれの飼料区も初産  

Table3．The egg weight o董1ayersfed the dietary spplement of crudeenzyme or  

董ermentation residue  

Diets  
5／30－6／26  6／27－7／24  7／25－・8／21 8／22－9／18  9／19－10／16  

ContIOl  
（Stock diet）  

Egg Stockdiet＋0．1％  
Weight Crude enzyme  

Stock diet＋0．1％  
Fermentation residue  

51．3  52．8  

53．2  54．6  

51．9  54．2  

54．7  58．0  

56．9  60．6  

56．5  59．8  

Contr01  
（Stockdiet）  38．3  41．3   

44．4  43．4  

46．3  36．6  

44．7  45．5  

45．4  43．9  

44．6  47．1  

Egg  
pf6duction Stockdiet＋0．1％  

Crude enzyme  

（g／bird／day）stockdiet＋0．1％  
Fermentation residue  

10／17－11／1311／14－12／1112／12－1／8  1／9－2／5  2／6－3／5   3／6－4／2  

60．0  61．0  

63．1  64．9  

62．0  63．5  

63．0  63．8  

65．8  66．7  

64．4  65．6  

64．4  64．4  

66．9  66．5   

66．9  66．3  

38．9  36．9  

44．6  44．3  

36．8  37∩4  

36．0  40．6  

45．5  44．3   

40．1  43．3  

40．8  48．2  

41．9  54．0  

48．9  56．8  

4／3－4／30  5／1－5／28  5／29q6／25  6／26－7／23  7／24－8／20  Average  

63．0  62．7  61小8  62．1  

65．3  65．5  65．3  65．7   

66．1  66．0  65．5  64．8  

62．5  59．5  

65“5  62．2  

65．1  61．，6  

50。9  48．7  43．6  40．1  40．0  40．3  

52〃9  48．5  44．3  36．8  34．8  43。5  

55．5  53．3  51．．8  48．9  42。8  45小4   
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Table4．The董eed e董ficiency oflayers fed the dietary spplement of crude enzyme or  
fermentation residue （％）  

79  

Diets  
5／30－6／26  6／27一7／24   7／25－・8／21   8／22－・9／18  9／19－・10／16   

Contr01  
（Stock diet）  

Stock diet十0．1％  
Crude enzyme  

Stock diet・＋0．1％  
Fermentation residue  

44．6  46．0  

43．4  44．3  

41．4  45．2  

39．8  39．8   

41．4  39．9  

44．5  38．0  

10／17－11／13 11／14－12／11 12／12－1／8  1／9－・2／5  2／6－3／5  3／6－4／2  

36．3  35．0   

38．2  36．6  

35．1  35．6  

39．2  36．1  

39．4  38．1  

34．7  32．9  

36．1  42．7  

38．4  42．5  

39．4  43．9  

4／3－4／30  5／1－5／28  5／29－6／25  6／26－7／23  7／24－・8／20  Average  

42．8  41．8  39．6  37．7   

41．9  40．7  39．6  34．8  

40．7  38．9  

38．2  38．7  

40．8  39．5  44．7  43．8  43．6  43．9  

Table5．The changesin body weight o王1ayers fed the dietary supplementOf crude  
enzyme or王ermentation residue 

（Mean±SEM）   （g）  

Diets  
5／27（1981）  7／27  9／27  11／27  

Contr01  
（Stock diet）  

Stock diet＋0．1％  
Crude enzyme  

Stock diet＋0．1％  
Ferrmentation residue  

1394±35（22）＊  1527±30ab（21） 1597±44（20）  1617±54a   

1396±29（22）  1584±30a  1690±30（20）  1779±37b   

1345±39（22）  1478±32b  1599±36  1736±34ab（21）  

1／27（1982）  3／27  5／27  7／27  

1746±48a（19） 1753±43a  1737±53（18）   1711±48（17）   

1855±39ab  1842±40ab（19） 1831±40  1710±51（18）   

1894±38も  1871±42b  1871±45（20）  1744±51（20）  

＊…lFiguresin parentheses representnumberoflaying hensused 
Means having－the dif董erent superscriptletters are significantly different at5％1evel   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学農学部学術報告 欝35巻 欝2号（1984）   

Table6．The result o董egg quality test  

80  

（Mean±SEM）  

Diets  Egg箭1／egg Haughunit Albuて畝index Yol韻dex  

Control  
（Stock diet）  

Stock diet＋0．1％  
Crude enzyme  

Stock diet＋0”1％  
Fermentation residue  

9．．8±0…3  82‖0±l．4a  5．9±0．3  34．8±0．8a   

9．1±0い2  81．2±1…7ab  6．2±0．4  38．9±1．Ob   

9‖5±0，1  77．1±1．2b  5．4±0．3  39．2±0．4b   

Meanhaving thedifferentsuperscriptlettersaresignificantlydif董erentat5％1evell   

開始直後は47～48gと軽く，申玉になるまでに対照飼料区は12週間を要したが，FZおよびFS飼料区は8週間であ  

った。その後，60gに達するにはいずれの飼料区も8週間を要した。40週間後の2月6日から3月5日の平均塾長は  

最高値を示し，対照飼料区644gとなったが，FSおよびFS飼料区はともに669gで対照飼料区よりも215g重か  

った通常産卵率が高け・れば1個当りの卵重は鳴くなるが，全試験期間の1個当り平均卵重でも対照飼料区ほ59い5臥  

FZおよびFS飼料区は622gと616gとなり，対照飼料区よりも27gと21g藍かった0   

試験期間中における飼料摂取畠と産卵重から4週間ごとの飼料効率を井出し，表4に示した。いずれの飼料区も初  

産開始直後は低い値を示したが，その後急激に上昇し，約3か月間持続した。しかし，4か月目に入った9月■下旬頃  

から低下したが，翌年の3月から再び上昇し，6月上旬まで持続した。各飼料区間における時期別差異は産卵率と同  

様の推移をたどった。全試験期間中に摂取した総飼料と総産卵盛から単純に飼料効率を算出す－ると，対照飼料区と  

FZ飼料区は389％と387％でほとんど差はみられなかったが，FS飼料区は395％で僅かに高くなる傾向を示した。   

試験期間中における名飼料区どとの体重の推移は衷5に示した通りである。試験開始時の平均体重ほFS飼料区が  

他の2区よりも僅かに軽かったが，4か月後の9月27日にはFZ飼料区よりほ拓いが対照区と同程度となった0体  

重変化の様相をみると，FS飼料区は11月27日まで直線的に増体したが，対照飼料区およぴFZ飼料区は弓形に増体  

した。また，FZおよびFS飼料区は1月27日で，対照飼料区は3月27日で最高値に達し，以後減少の傾向がみられ  

た。対照飼料区に比してFZ飼料区は2年次の7月27Ei，FS飼料区ほ試期開始時から初年次の7月27日以外はいず  

れの体重測定日も重かった。   

FZおよびFS飼料区の卵質検査の結果は表6に示した通りである。卵黄係数は対照飼料区に対してFZおよび  

FS飼料区ほ有意に高くなったが，ハウユニソトではFS飼料区は対照飼料区よりも有意に低かった。卵殻割合およ  

び卵白係数にほ有意差ほみられなかった。  

考  察  

本実験の産卵率および飼料効率はいずれの飼料区も企葉巻鶏と比較すると低い値を示した。この原因は自然条件下  

で飼育し，試験開始時から終了時まで無淘汰で実施したためと考えられる。GLEAVES and DEWANt3〉 は産卵鶉の飼  

料に粗酵素を添加すると産卵が改著され，WILLINGHAM et all（4〉 は給与飼料の種類によってもその効果は異なるが  

粗酵紫を添加給与すると産卵鼻が増加したと報告している。本実験においても産卵率は仝試験期を通してFZ飼料区  

は約1％，FS飼料区は約7％増加し，1日1羽当りの産卵品でも対照飼料区ほ約4013gであったが，FZ飼料区は  

43h5g，FS飼料区は454gとなりFZの給与によって約3g増加し，産卵率および産卵鼠ともに改普がみられたo  

FS飼料区はFZ飼料区よりも産卵率および産卵藍ともにその増加の程度が大きかった。この差は前報（1）の育成試  

験で中舞および大雛時に発育が促進された要因と軸を同一・にするものであろう。FZおよびFSの給与によって卵重  

が増加することば，加工用卵あるいは小卵系統への給与ほ卵価を高める有効な方法の一つと考えられる◇また，無淘  

汰群平均産卵率で比較するとその差はさらに大きくなり，1日1羽当りの産卵鼻でほ対照飼料区は365g であった  

が，FZ飼料区は393g，FS飼料区は422gとなり，その増加鼠は2．8gと57gもありFZおよびFSの給与は  

生存率の高いことを実証するものである。事実，試験終了時の生存率をみると対照飼料区77・3％，FZ飼料区818％，  

FS飼料区909％となったが，無淘汰群平均産卵率を界出する場合，その死亡時期が問題となるため仝試験期間中の  

平均生存日数を算出すると対照飼料区は3955日（883％），FZ飼料区は4046日（90．3％），FS飼料区は426・1日   
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Table7．The digestibilities o董dietary supplement of crude enzyme or fermentation residue  
（Mean±SEMfor4birds，％）  

81  

Of  Crude protein Crudefat   n王ree  crudefiber 

Cr・ude enzyme  

O．00％  

0．05％  

0．10％  

0い30％  

84．3±0．3  90小8±0．6a   

85．．0±0小3  91．3±0，．2a   

84∩3±0。7  93．6±0．4b   

84l．9±1．2  94．5±0。1b  

84¶2±0．．3  10小5±1小0   

84．、9±0．5  13．3±1．7   

84。6±0小4  11小3±1．4   

84．7±1．0  16．4±1．6  

Fermentation residue  

O．00％  

0．05％  

0小10％  

0．．30％  

86．2±0．．3  94．2±0．3   

86．．5±0．7  93…0±0．7   

86．．3±0リ2  93．1±0…2   

86．4±0．3  93り2±0．7  

83り5±0．9  15．2±1…0   

85．1±0．1  15．1±0．5   

85．2±0．1  14．1±0レ6   

85“3±1…1  13．1±0．9  

Means havingthe different supersecriptletters are signi董icantly different at5％1evel 

Table8．The passeg－e Of dietary supplement of crude enzyme or董ermentation residue  

inalimentary tract oichikens  
（Mean±SEM士or4birds）  

Time（Minute）  
Quantity of supplied  

Crude enzyme  Fermentation residue  

208い8±9－5（100）  

193∫．5±7．5（92．．7）  

189．5±2．5（90．8）  

182…7±7…4（87巾5）  

169nO±2巾5（100）a  

159．0±22一．8（94．1）ab  

144．0±18．1（85．2）ab  

131．0±3．5（77n5）b   

0．00％  

0．05％  

0‖10％  

0．30％  

Means having the different supersecriptletters are signi董icantly diHerent at5％1evel。  

（951％）となり，前報（1〉においてFZおよびFSの給与が育成率を高めたのと同様に産卵矧こおいても生存率を高  

める効果がみられた。特にFS飼料区においてその効果が大きかったことは醗酵残漆あるいはホエイ申に健康の維持  

増進に有効な物質を含んでいるのか，ミネラルおよびビタミン類などのバランスがよくなる可能性が考えられる。   

難の飼料に粗酵素を添加すると飼料の利用性が改善される（2‾10〉。一色と中広（10）は親の飼料に酵素を添加すると添  

加酵素の秤類および愚によっても異なるが，飼料の消化率が向上し，飼料の消化管内通過速度が早くなり，飼料の摂  

取鼠が増大して雛の発育が促進されることを報告した。本実験ではFS飼料区において僅かに飼料効率の改善がみら  

れたのみであったが，FZおよびFS飼料区はともに飼料の摂取騒が増加した。しかし，通常産卵五！の多い時には飼  

料摂取毘も多くなることから，FZおよびFSを給与すると何故飼料摂取還の増加がみられるのか，その手掛りを得  

るため以下の実験を行った。   

人工月工円を設著した286日齢の尊冠白色レグホーン種の雄に本実験に使用したものと同様の慣用配合飼料に5％の  

小麦粉と0，5％の酸化クロムおよびFZあるいはFSを0，05，0．1，03各％の混合物を配合した飼料を水とともに自  

由に摂取させ飼料の消化率と消化管内通過時間を測定した。本実証実験でもFZ飼料区は対照飼料区よりも平均で約  

10％，FS 飼料区は約12％多く飼料を摂取した。飼料の消化率は表7に示した通り，FZ飼料区の租脂肪の消化率が  

有志に改善された以外はFZおよびFSともにその配合邑に関係なく，いずれの成分も消化率は改著されなかった。  

飼料の消化管内通過時間は表8に示した通り短縮され，FZ飼料（で＝0．5950，y＝－779Ⅹ＋2081）は5％水準で，  

FS飼料（Ⅰ＝0。8597，y＝－2400Ⅹ十176．1）は1％水準でそれぞれ配合鼠との間に負の相関々係がみられた。なお，   
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yは飼料の消化管内通過時間，ⅩはFZあるいはFSの配合愚とした。FZおよびFSの給与はともに飼料の消化管  

内通過時間を短縮させたが，その程度はFSの方が大きくなっている。本実験におけるFZ飼料区およびFS飼料区  

の飼料摂取崖の増大ほ単に産卵鼻の増加に伴って起るものではなく，むしろ摂取飼料の消化管内通過速度が早くな  

り，その結果として起る空腹感が食欲中枢の刺激を促すために飼料の摂取慮が増大し，産卵鼠も増大したと解釈する  

方が妥当であろう。飼料にメチルセルロースを添加して消化管内の通過時間を遅延させると飼料の消化率は向上  

する（11）。－・方，著者（12）は大麦の消化率がトウモロコシなどに比較して著しく低い原因の一つは飼料の消化管内通過  

時間がトウモロコシの約70％しか要しないことを指摘した。FZおよびFSの配合により飼料の消化管内通過時間が  

短縮され，しかも飼料の摂取鼻が増大したにもかかわらず，FZ飼料区の粗脂肪の消化率は高くなり，他の成分では  

消化率が変らなかったことば，FZあるいはFSの持つ酵素によって消化を早めるのか，あるいは消化酵累の分泌を  

促し，消化管からの吸収能を旺盛にするような物質を含有している可能性が考えられる。   

以上の結果から，産卵親へのFZおよびFSの給与は産卵還と生存率の改普にある程度の効果はみられたが，その  

改壱の程度はFSの方が大きいようである。  
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